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震災時等仮貯蔵・仮取扱関係整理票
	実施計画書提出年月日
	平成　　年　　月　　日

	届出者住所・氏名
	届出者住所
氏名

	仮貯蔵・仮取扱予定場所
	住所
名称

	危険物の類・品名・数量・倍数
	第４類第１石油類　ガソリン　２，０００Ｌ　　１０倍
第４類第２石油類　軽油　　　２，０００Ｌ　　　２倍
第４類第２石油類　灯油　　　２，０００Ｌ　　　２倍

	指定数量の合計倍数
	合計　　１４倍

	貯蔵・取扱の概要
	被災地において、災害復興のため重機への燃料補給及びドラム缶への注油を行うなど、燃料拠点とする。

	届出区分
	新規 ・ 更新 ・ 変更 ・ 取下げ

	貯蔵取扱責任者氏名及び連絡先
	責任者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先（ＴＥＬ）

	実施計画書現地確認年月日
	　

	電話等申請年月日※１
	　

	電話等申請者氏名※１
	　

	電話等連絡者
（発信者氏名及び連絡先）※１
	発信者氏名
連絡先（ＴＥＬ）

	電話連絡者（消防受信者）※１
	消防受信者

	貯蔵・取扱場所周囲の状況等※２
	良　　　・　　　不良

	口頭承認年月日※３
	　

	震災時現場調査実施年月日※４
	　


備考　１　電話申請の有効期限は整理票交付年月日から１年以内とすること。
　　　２　※１～※４については、震災時等に電話等による申請を実施する場合に、申請者自ら記入する欄であるため、交付時は空白のままとなっています。　なお、記入方法については以下のとおり。
※１　電話等による仮貯蔵・仮取扱申請時に記載してください。後日来庁が可能になった際に仮貯蔵・仮取扱申請書提出時に確認いたします。
※２　電話等の申請時に聞き取りする内容は以下のとおり。

・実施計画書どおり空地及び資機材を確保し安全に実施できるか。

・周囲（半径５０ｍの範囲内）で建物の損壊、地割れ、地盤沈下、液状化等は発生していないか。

・周囲（半径５０ｍの範囲内）で火災等の二次災害は発生していないか。

・周囲（半径５０ｍの範囲内）に避難所、応急救護所など被災者の生活拠点は設営されていないか。

・危険物取扱者免状保有者はいるか。
※３　電話等による申請に対し、口頭で承認を受けた場合に、その日付を記入しておいてください。なお、１回の承認期間は最長１０日間とし、１０日を超える場合は再度電話等による申請が必要となります。
※４　震災時、現場調査を原則行いますが、状況により省略する場合もございます。

	電話等申請年月日※１
	　

	電話等申請者氏名※１
	　

	電話等連絡者
（発信者氏名及び連絡先）※１
	発信者氏名
連絡先（ＴＥＬ）

	電話連絡者（消防受信者）※１
	消防受信者

	貯蔵・取扱場所周囲の状況等※２
	良　　　・　　　不良

	口頭承認年月日※３
	　

	震災時現場調査実施年月日※４
	　

	電話等申請年月日※１
	　

	電話等申請者氏名※１
	　

	電話等連絡者
（発信者氏名及び連絡先）※１
	発信者氏名
連絡先（ＴＥＬ）

	電話連絡者（消防受信者）※１
	消防受信者

	貯蔵・取扱場所周囲の状況等※２
	良　　　・　　　不良

	口頭承認年月日※３
	　

	震災時現場調査実施年月日※４
	　

	電話等申請年月日※１
	　

	電話等申請者氏名※１
	　

	電話等連絡者
（発信者氏名及び連絡先）※１
	発信者氏名
連絡先（ＴＥＬ）

	電話連絡者（消防受信者）※１
	消防受信者

	貯蔵・取扱場所周囲の状況等※２
	良　　　・　　　不良

	口頭承認年月日※３
	　

	震災時現場調査実施年月日※４
	　

	電話等申請年月日※１
	　

	電話等申請者氏名※１
	　

	電話等連絡者
（発信者氏名及び連絡先）※１
	発信者氏名
連絡先（ＴＥＬ）

	電話連絡者（消防受信者）※１
	消防受信者

	貯蔵・取扱場所周囲の状況等※２
	良　　　・　　　不良

	口頭承認年月日※３
	　

	震災時現場調査実施年月日※４
	　

	電話等申請年月日※１
	　

	電話等申請者氏名※１
	　

	電話等連絡者
（発信者氏名及び連絡先）※１
	発信者氏名
連絡先（ＴＥＬ）

	電話連絡者（消防受信者）※１
	消防受信者

	貯蔵・取扱場所周囲の状況等※２
	良　　　・　　　不良

	口頭承認年月日※３
	　

	震災時現場調査実施年月日※４
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